




 

ITS車載器A

ITS車載器B

ITS車載器X

官の路側システムA

官の路側システムB

官の路側システムX

民間の路側システムA

民間の路側システムB

民間の路側システムX

車載器の
性能確保

車載器と路側システム
間の相互接続性・運用性
の確保

路側システムの
性能確保

相
互
接
続

路車間通信のセキュリティ

ITS車載器と路側機の相互接続性を

確保すると共に、多様なサービスに

向けて安全と信頼性を確保するため

のセキュリティを管理運用します。民間利用
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首都高公道実験 首都高試行運用

・前方障害物情報提供
・前方状況情報提供
・音声による情報提供
・合流支援
・情報提供（接続）等

三大都市圏等での公道実験
・前方障害物情報提供
・前方状況情報提供
・音声による情報提供
・合流支援
・情報提供（IP接続）

・情報板読み上げ

運用
（三大都市圏　等）

・前方障害物情報提供
・前方状況情報提供
・音声による情報提供
・合流支援
・情報提供（IP接続）

・情報板読み上げ

・情報提供（電子標識）

全国展開

フェリー・公共駐車場
料金自動決済実験

フェリー・公共・民間駐車場等　料金自動決済

ファミレスやコンビニ、道の駅（とるぱ）等における情報提供

インターネット接続等、その他民間サービス

情報接続サービス

料金決済サービス

情報提供サービス

その他サービス

道の駅における情報接続

SA・PAにおける情報接続

駐車場料金決済

ガソリンスタンド決済

ドライブスルー決済

カーフェリー決済

情報ダウンロード

広告配信

安全運転 支援 情報提供

道路交通情報提供

特車・危険物車両管理

バスロケシステム

車上オンラインショッピング

各種顧客管理

施設入出門管理

月極駐車場出入庫管理

スマートウェイによる
ITSサービス

スマートウェイによる
ITSサービス

ETCを核に様々な自動車利用シー
ンに、安全・安心・快適・便利を
提供するITSサービスの発展的展
開へ

大規模実証実験

■ 有限責任中間法人ITSサービス推進機構の紹介 

（1）ITSサービス推進機構の目的と位置づけ
ITSサービス推進機構（以下*ISPAという）は、DSRCを応用したITSサービスをユーザーが安心して利用できる環境を提供する

ことを目的に、2008年6月に設立しました。ISPAは、ITSサービスに必要となる路側機やITS車載器が、業界標準の機能の基に、

DSRCの相互接続性を確認できる環境を構築し、必要なセキュリティ情報等を装備するための機能・役割を果たしていきます。

（2）事業内容
ISPAの事業内容は、以下の通りです。

（1） DSRCの相互接続性確認試験に関する環境の提供と運用

（2） DSRCのセキュリティに関する環境の提供と運用

（3） ITS車載器、路側機の型式登録

（4） ロゴの提供

（5） （1）、（2）の各号におけるDSRCシステムの標準化、

　　   市場品質の向上支援と普及促進活動

（6） 広報活動

（7） その他、上記 （1）～（6）に附帯または関連する

 　　  活動及び事業

*ISPA：ITS Service Promotion Association ORG

■ サービス展開
スマートウェイでは、ETCの普及促進を図ると共に道路事業者による安全運転支援、道路交通情報等の情報提供サービス、さ

らには民間事業者も含めた新たなサービスの提供が可能となります。

■ 5.8GHｚ帯DSRCに係るVICSフォーマットの技術開示
5.8GHｚ帯DSRCのデータフォーマットは、VICS電波ビーコンのデータフォーマットを拡張する形を採用し、2008年9月4日

VICSセンターから技術資料を開示しました。

■ スケジュール
スマートウェイによるITSサービスは、各地の高速道路及び国道での実験及び試行運用を実施し、2009年度以降の事故多発

地点を中心とした本格的な運用開始を目指しています。あわせて民間利用を促し、ITS車載器の普及を加速させます。

電波ビーコンのデータフォーマットを追加拡張する形で新サービスを提供 

追加追加
拡張拡張

5.8 GHzDSRCによる新サービス 

・安全運転支援情報
・簡易図形、静止画による表示
・音声による発話（長文読み上げ可能） 
・広域な道路交通情報を提供可能
・プローブ活用による道路交通情報の精度向上可能 

＜新サービス＞

 1111  1111６

霞が関

戸越

北
池
袋 2

34

5

11

C1

外苑出口

赤坂
トンネル

この先1km、外苑
付近の状況です。 

左から合流車、
注意

既存電波ビーコンによるサービス

＜現行サービス＞

首都高４号線首都高４号線
永福→新宿渋滞 1km永福→新宿渋滞 1km

地震発生により
通行止め、路側に
停車して下さい。 

 緊急メッセージ

 ・地図、 簡易図形情報
 ・渋滞・リンク旅行時間情報
 ・文字情報（緊急メッセージ含む） 

都心環状外周りは渋滞
しています。また、2号
目黒線で事故渋滞が発
生しています。注意し
て走行して下さい。 

（3） 本格運用に向けて
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（1） ITS車載器による駐車場決済

<札幌>【北一条地下駐駐車場】<大阪>【桜橋駐車場】

<名古屋>【大曽根国道駐車場】
<神戸・高松>【ジャンボフェリー】

<宇野・高松>【宇高国道フェリー】

<大阪>【長堀駐車場】

<大阪>【阪神高速駐車場】

<東京>【秋葉原駐車場】

<神戸>【神戸空港】

<箱根>
【TOYOTIRESターンパイク】

<豊田>【荷捌き駐車場】

<東京>【首都高兜町駐車場】
<東京>【築地駐車場】

<神戸>【ハーバーランド】

<静岡>
【ドリームプラザ】

<大阪>【機械式立体駐車場】

<東京>【西新宿第四駐車場】

<東京>【丸の内駐車場】

<大阪>【ATC駐車場】

ID
管理
装置

DSRC
無線装置

ID送信 

ゲート
登録済みIDならゲートを開放

■ 駐車場決済サービスの概要
本サービスでは、ITS車載器とICクレジットカードを

使用して、公共駐車場等でのキャッシュレス決済を提

供し、スムーズな入出庫を実現できます。また、近隣施

設の利用に応じた駐車料金割引やポイント制、身障者

の支援等のサービスにも対応可能です。 

■ サービスの仕組み
本サービスの仕組みは、以下の通りです。

① 公共駐車場の入口において、車載器に挿入したICク

レジットカード、車載器、路側機、管理サーバの間

で、カード情報、入庫時刻等を交換

② 出口において、ICクレジットカードに書込まれたカ

ード情報や入庫時刻を路側機が読取り、管理サー

バが駐車料金を決済。路側機を介して駐車料金等

の情報を車載器に提供 

■ サービスの効果
駐車場利用者ならびに駐車場事業者には、以下の

ような効果が期待されます。

【駐車場利用者への利便性の向上】

① 駐車場入出庫時の煩わしい手続きが無くスムーズ

な利用（チケットレス・キャッシュレス化）

② 混雑時などにおいてもスムーズな連続入出庫が可

能（路上駐車の減少と交通渋滞の緩和が期待され

る）

③ 駐車場入出庫時のバリアフリー化により、増加する

高齢ドライバーの安全で快適な駐車場への入出庫

が可能

【駐車場事業者における効率的な駐車場の管理】

① キャッシュレス化に伴う現金取り扱い等の管理コス

トの軽減

② 駐車場利用者へのサービスの向上、及び他の駐車

場との差別化 

（2） ETCの多目的利用
■ 利用車番号（ID）の利用サービス概要

ETCを利用したサービスを民間事業者も活用できるよ

うになり、ETCの多目的利用として、入出門管理や決済

等のサービスが広がり始めています。

ETCの多目的利用は、利用者が所有するETC車載器

のID（利用車番号）をDSRC無線装置及びID管理装置等

で構成する路側装置に送信し、登録されているIDと情報

を照合することで利用車確認を行います。

ETCを活用したサービスは、ETCの高いセキュリティを

活用したサービスが実現できます。

■ ETCによる駐車場決済
IDの事前登録により、有料道路のETC利用と同じよう

に駐車場ゲートをキャッシュレス、チケットレスで通過で

き、精算時の幅寄せや小銭の用意が不要になることか

ら、スムーズな入退場が可能となります。

■ ETCによるフェリー乗船手続き 
車両情報やカード情報の事前登録により、車両確認

の手間が省け、現金での支払いが不要となり、乗船手続

きが大幅に短縮できスムーズな乗船が可能となります。

従来の駐車場の入出庫 駐車場ICカード決済の入出庫

①路側施設への車両の幅寄せ

②入場券取得・料金清算
　の手続き

 
 
 
 

管理サーバ
カード情報、
入庫時刻、
駐車料金等

カード情報、
入庫時刻等

 スピーカーアンテナ 

ITS車載器

入場券の取得や、駐車場
料金の支払い手続きは自
動で処理されスムーズに
入出庫できます

■ 全国展開されているETC多目的利用例 
ETCを利用したサービスは、全国の駐車場やフェリー

乗船等に活用されています。

今後、ITS技術の民間利用を促進することにより、日常生活の多くの場面で様々なサービスが展開されるこ
とが期待されます。ここでは、今後の普及が期待される民間事業者による各種サービスの内容について紹介
します。
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ITSサービスを活性化する民間等による取り組み　～様々なビジネスを生み出すスマートウェイ～ スマートウェイの実現に向けて

スマートウェイ実現を加速する様々な取り組みを紹介します。
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（3） 生活情報提供サービス構想（タウンカーライフナビの事業展開）

タウンカーライフタウンカーライフ
ナビ サービスナビ サービス

ＣＤレンタル

有料コンテンツ
配信会社 

自動車メーカー
カーナビデータ配信

ユーザーサポート事業者

広告主

アンテナ設置者

バス・タクシー向け
（広告提供） 

ネットワーク
関連事業者 

有料コンテンツ事業者

タウンカーライフナビ事業機関

利用者
（個別利用者向けサービス） 

車載器
メーカー

ファミレス

コンビニ

ファストフード
（ドライブスルー）

デパート･SC

スーパー

アンテナ設置
※ アンテナを目指し来店頻度が向上

※ 非設置店との差別化

※ 会員管理・来店ポイントサービス 

各種施設

飲食店

行政・道路管理者

駐車場事業者

レンタカー会社

カーディーラー

ガソリンスタンド 

カー用品店

小売店 広告配信のみ
※ 必要な人にダイレクトに配信

※ 参照履歴・行動履歴の把握が可能

※ 小規模店舗でも効果的な広告が可能 

※ 新規セットアップ登録
※ メニュー登録代行等
※ 会員サービス
※ 来店頻度向上、囲い込み 

CATV事業者

通信事業会社

※ 新たなメディアでのサービス提供
※ 必要な人へのカタログ情報の提供

※ センター機能
※ 自動車向け地域情報データベース構築
※ コンテンツをユーザーの嗜好や場所時間に応じて編成
※ 会員管理  

DSRCアンテナ

回線提供

アンテナ
設置・提供

会員登録
各種手続き 

ユーザー
サポート 

車載器
回線使用料

有料サービス利用料
（利用者から） 

システム
利用料

コンテンツ
配信料 

アンテナ
使用料 

手続き代行
手数料

車載器使用料
（レンタルの場合）

会費
（有料サービスの場合）

情報提供端末設置料

車載器
調達料 

コンテンツ
提供

参照・
立寄り履歴 

会員
情報

コンテンツ
提供 

＜コンテンツの収集・登録＞
○地域の生活情報、広告やカタログ情報等のコンテンツを作成しタウンカーライフナビ事業者に登録します

＜コンテンツ編成＞
○ドライバーの嗜好性や現在地・目的地、時間帯等を考慮し、膨大なコンテンツの中から、ドライバーにあった情報に編成します

＜コンテンツの配信＞
○アンテナの下に停車（または徐行）している自動車の車載器に、自動的にコンテンツを配信します
＜コンテンツの蓄積・提供＞
○配信された情報は車載器に蓄積され、走行中の位置や時間帯を考慮し、最適な時間と場所を走行中にカーナビ画面から提供
されます

＜詳細情報入手、目的地設定、ダウンロード＞
○走行中は音声で提供　　○一覧から詳細情報の入手　　○カーナビで目的地設定
○アンテナの下で予約やダウンロードサービス          

タウンカーライフナビの流れ

■ タウンカーライフナビの事業スキームの概要

半径5km

病院 

災害

駐車

買物

給油

娯楽

行政

タウンカーライフナビとは、5.8GHz帯DSRCを利用して様々な生活情報をカーナビに提供し、日常生活における自動車利用の利

便性の向上を目指したサービスです。

目的地近くの空きのある平面
駐車場にナビが誘導 

ナビ画面で駐車場の
希望条件を設定 

ナビで目的地を設定

夜間でも診てもらえる病院を、蓄
積情報の中から検索できます。 

ナビ連動により迷わず病院へ 

例えばランチ情報など、時間帯や
ルートに合わせて、タイムリーな
情報が自動配信されます。 

目的地までの移動中は、沿道
の情報を音声主体で入手。 

車のメンテナンスに関連するお
店の情報も、ナビ画面でチェッ
クできます。 

ナビ画面に車のメンテナンス情報
などを表示。気がつきにくい車の
状態を教えてくれます。 

ポイントで割引DSRC車載器で決済＋ポイント取得 

例：病院・医療情報（検索）

例：メンテナンス情報（自動配信）

例：空き駐車場案内（自動配信）

例：店舗間のポイント連携

ナビの蓄積情報から検索

例：おすすめ情報（自動配信）

希望に合った秋駐車場を案内

離れたスタンド同士でもイベント連携　しかも　分かりやすく

駐車場条件設定

駐車場料金

駐車場までの距離

駐車場の規模

駐車場の形式

駐車の方法

営業時間

ガソリンスタンドA ガソリンスタンドA

●●円で
○○ポイント！

▲▲円で
△△ポイント！

ガソリンスタンドB

■■ポイントで
50円割引！

(1) 暮らしに便利な情報を、車利用のシーンに合わせて提供
生活に不可欠な病院・医療情報、暮らしのサービス情報、災害・緊急情
報等、暮らしのために必要な情報を的確に提供し、生活者が安心して暮
らせる街を創ります。

(4) 空いている駐車場を場所までカーナビで案内し、駐車場の
入口では駐車場内の空き駐車区画情報を提供
自動車のサイズや現在の空車情報等を勘案し、目的地近傍で、利用者
の嗜好性に合った駐車場を案内し、カーナビの機能で駐車場まで誘導し
ます。

(5) 店舗のポイントや駐車場のポイントが連携でき、ポイント
　　付与、ポイント使用時に車載器から音声で案内

情報参照や店舗・駐車場利用に応じて、地域で活用できるポイントを付
与し、地域での買い物等を促進させます。また、小規模店舗でも参加でき
るため、地域の活性化にも役立ちます。

(2) 地域の店舗の情報を、車の利用シーンに合わせて提供
家族での行動、友人との行動、一人での行動等、生活のシーンや利用者
の嗜好に合わせたコミュニティとお店情報を提供し、カーナビの機能と連
動させることで、自動車の特性を活かした行動を促進させます。

(3) ロードサイドの店舗等に関連する情報を、車の利用シーン
に合わせて提供
給油やオイル交換のタイミングを適切にお知らせし、安全で快適な走行
をサポートします。また、近くのガソリンスタンドやカー用品店の情報も
提供し、ガス欠やタイヤのパンク等、緊急的な対応も可能にします。

■ タウンカーライフナビのコンセプト
（1）自動車を中心とした生活行動への情報提供

■ 日常生活での役割が大きく、かつ情報提供が不足してい

る、自動車を中心とした生活行動に対し情報提供を行い

ます。

（2）生活に必要なすべての情報を最適に提供

■ 通院、買物、災害避難、給油等、自動車を用いるすべての

目的で必要な情報を「生活に必要な情報」と定義し、最

適な形で提供します。

（3）情報提供エリアは日常生活圏

■ 「生活に必要な情報」を提供するため、日常生活圏（概ね

半径5kmの範囲）を情報提供エリアの単位とします。  

■ タウンカーライフナビで実現する5つのサービス
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（1） ITS車載器

カーナビ連携型 ITS車載器

DSRC部

DSRC部 カーナビ部

音声出力型 ITS車載器

■ カーナビ連携型 ITS車載器
カーナビと連動して画像や音声による安全等に係る情報提供及び

ETC利用やICクレジットカード決済による料金支払いができる車載器

です。

DSRC部がカーナビ部に内蔵された一体型とDSRC部とカーナビ

部が分離した分離型の構造のものがあります（写真は分離型）。

■ 音声出力型 ITS車載器
カーナビを装着しない車が対象で、音声による安全等に係る情報提

供及びETC利用やICクレジットカード決済による料金支払いができる

車載器です。

音声出力及び操作するボタンを持ったDSRC部だけの構造です。

■ ITS車載器機能構成ブロック例
ITS車載器は、複数のアプリケーションに対応でき、1つのITS車載器で様々なサービスを受けることが可能になります。

（2） 5.8GHz帯DSRC路側機
路側アンテナと送受信部からなる無線部、DSRC通信プロトコルを制御する通信制御部、送受信する情報を処理する路側処

理部で構成されます。ITS車載器と通信を行い、DSRCを応用したITSサービスの提供を行います。

■ 5.8GHz帯DSRCの主要諸元
5.8GHz帯DSRCは、ARIB STD-T75 DSRC規格書の第3章無線設備の技術的条件に従っており、その主な諸元は、下表に示

す通りです。

ITS車載器

路側アンテナ

ダウンリンク：5772.5～5807.5MHz

アップリンク：5812.5～5847.5MHz 

チャネル間隔：5MHz（7チャンネル） 

送受信周波数間隔：40MHz 

路側無線装置（基地局） 300mW 以下（10mW伝送距離30m以下）

車載器（移動局） 10mW 以下

右旋円偏波

TDMA-FDD 

8以下（2,4あるいは8で可変）

ASKまたはπ/4シフトQPSK 

1024kbps（ASK）または4096kbps（π/4シフトQPSK）

スプリットフェーズ（ASK）またはNRZ(π/4シフトQPSK）

± 100×10-6 以下

アダプティブスロッテドアロハ

25μW以下（300mW以下の基地局装置）

2.5μW以下（10mW以下の基地局、移動局）

2.5μW以下

項目 仕様

無線周波数

周波数間隔

空中線電力

偏波

無線アクセス方式 

TDMA 多重数

変調方式

変調信号速度

符号形式

変調信号速度許容偏差

媒体アクセス制御方式

スプリアス発射の強度

筐体輻射

カーナビ部

FM VICS

DSRC部

ヒューマンマシンインタフェース部
・音声コーディック
・画像コーディック
・Webブラウザ等

ナビデータ処理部
・VICS処理部
・プローブデータ処理部

メモリ部

ヒューマンマシンインタフェース部

ICカードインタフェース部ETC処理部
SAM

DSRC-ASL処理部
基本アプリケーション処理部
DSRC-SPF

光ビーコンユニット

光VICS

ASK/QPSK
変復調部

DSRC
制御部

光センサ

高精度測位計測部
・GPS
・ジャイロセンサー等

操作部
・ボタン
・タッチパネル等

操作部
・ボタン

表示部
・ディスプレイ
・スピーカー

表示部
・スピーカー

地図データ部

他メディア

多様なITSサービスを実現するために、従来の2.4GHz帯を用いた単方向通信から、5.8GHz帯DSRCを用
いた双方向通信の機能検証を進めてきました。ここでは、5.8GHz帯DSRC技術を使った情報通信機器につ
いて紹介します。

概 略
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ITS技術紹介　～ITSサービスを実現する情報通信機器～ スマートウェイの実現に向けて

路車間を結ぶ5.8GHz帯DSRC情報通信機器を紹介します。
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（3） DSRC関連規格・仕様書・ガイドライン等

15 41 73 106 137 171 204 239 268 274
182

280
449

658

912

1,189

1,502

1,817

2,119 2,194

0

500

1000

1500

2000

2500

00.3 01.3 02.3 03.3 04.3 05.3 06.3 07.3 08.3 08.6

VICSユニット累積出荷台数

（万台）

3メディア対応 VICS対応カーナビ

VICS対応カーナビは約 2,194万台、3メディア対応車載器は約 274万台（2008年6月末時点）

ETC車載器

現在の車内機器の関係 将来の車内機器
（ITS車載器）の関係

カーナビ部 DSRC部

電波・光ビーコン
受信ユニット

電波・光ビーコン
受信ユニット

現在のサービス対象者
（3メディア対応車載器）

将来のサービス対象者

ETC機能 5.8GHz-DSRC
機能

ETC機能

FM-VICS対応カーナビ

274万台

2,194万台 2,106万台

・VICS受信ユニットはオプション販売、普及は274万台（2008年 6月末）

・ETC車載器は2,106万台超の急速な普及（2008年 9月末）

・ITS車載器はETCの機能を包含しており、買替時にはITS車載器に載替え

（参考） 車載器の普及状況

■ 5.8GHz帯DSRCの普及の可能性

■ VICSの普及状況

規格名 発効月日 発行元 

ARIB STD-T75
狭域通信（DSRC）システム  2005年11月

2004年05月

2005年11月

2005年11月

2003年02月

2003年04月

2007年03月

2007年03月

2007年03月

2007年03月

2007年03月

2008年09月

2008年09月

2002年04月

2004年08月 

電波産業会（ARIB）

電波産業会（ARIB）

電波産業会（ARIB）

電波産業会（ARIB）

電波産業会（ARIB）ITS情報通信システム推進会議

電波産業会（ARIB）ITS情報通信システム推進会議 

電波産業会（ARIB）ITS情報通信システム推進会議

電子情報技術産業協会（JEITA） 

電子情報技術産業協会（JEITA） 

電子情報技術産業協会（JEITA） 

電子情報技術産業協会（JEITA） 

VICSセンター 

VICSセンター

国家公安委員会

日本自動車工業会（JAMA）  

ARIB STD-T88
狭域通信（DSRC）アプリケーションサブレイヤ 

ARIB TR-T16
狭域通信（DSRC）システム陸上移動局の接続性確認に係る
試験項目・試験条件 

ARIB TR-T17
狭域通信（DSRC）アプリケーションサブレイヤ
陸上移動局の接続性確認に係る試験項目・試験条件  

ITS FORUM RC-002
DSRCシステムにおけるクレジット決済適応のための
ガイドライン 

ITS FORUM RC-003
DSRCシステム基地局設置のガイドライン 

ITS FORUM RC-004
狭域通信(DSRC)基本アプリケーションインタフェース
仕様ガイドライン 

TT-6001A
ITS車載器標準仕様書 

TT-6002A
ITS車載器DSRC部標準仕様書 

TT-6003 A
ITS車載器カーナビ部標準仕様 

TT-6004
ITS車載器用音声合成記号 

電波ビーコン5.8GHz帯 路車間インタフェース仕様書 

電波ビーコン5.8GHz帯 VICSデータ形式仕様書 

注：仕様書の開示には（財）VICSセンターとの契約が必要です。 

注：仕様書の開示には（財）VICSセンターとの契約が必要です。 

交通情報の提供に関する指針　国家公安委員会告示第12号 

画像表示装置の取扱いについて 
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ETC車載器新規セットアップ台数

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

4月
2001
7月10月1月

2002
4月 7月10月1月

2003
4月 7月10月1月

2004
4月 7月10月1月

2005
4月 7月10月1月

2006
4月 7月10月1月

2007 2008
4月 7月10月1月 4月 7月

0

10

20

30

40

50

60

70

80

新規セットアップ数（累計） 新規セットアップ数（月間）

（月間：万台）（集計：万台）

2008年8月  月間 約30万台
2008年9月  月間 約31万台 累計約2,106万台（9月30日現在）

535
710

905
1,146

1,446

1,809

2,206

2,613

3,065
3,183
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（万台）

カーナビ累積出荷台数

（付録） スマートウェイの検討経緯

2004年01月

2006年02月

2007年10月

2007年07月

2007年03月

2006年12月

2006年01月

2005年08月

2005年02月

  「DSRC普及促進検討会」の設立
会長　渡邉浩之（トヨタ自動車（株）専務取締役）、会員229社

2004年08月 スマートウェイ推進会議より提言
「ITS、セカンドステージヘ」を発表

「DSRC運用連絡会議」で運用管理機関の検討開始

「スマートウェイ2007デモ」で国内外および一般向けにPRの実施

2008年度 「ITS-Safety2010  08年度大規模実証実験」の実施
スマートウェイ「三大都市圏等への拡大」（東京、新潟、愛知、京阪神、広島）

2009年度～ スマートウェイ本格運用（予定）

「DSRC運用管理機関　設立準備室」の設置（メーカー10社参加）
2008年06月にISPA設立

DSRC応用サービスに関する路側機仕様、車載器仕様（JEITA規格）が決定

2007年05月 「スマートウェイ2007公道実験」にて、首都高速道路での検証を実施

「スマートウェイ公開実験デモ2006」を筑波テストコースで実施
　デモ内容：①道路上の情報提供サービス
　　　　　　②道の駅等情報接続サービス
　　　　　　③公共駐車場決済サービス

「IT新改革戦略」の策定

「愛知万博」にて駐車場決済サービス等の実証実験

「次世代道路サービス提供システムに関する官民共同研究」開始

2004年11月 「スマートウェイ推進会議作業部会」設置

2004年10月 「ITS世界会議　名古屋2004」にてDSRCサービスの公開実験

■ ETCの普及状況

ETC車載器のセットアップ台数は約 2,106万台（2008年9月現在）

■ カーナビの普及状況

カーナビは累積出荷台数は約 3,183万台（2008年6月末時点）
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